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融
合
問
題
（
漢
文
・
古
典
に
関
す
る
文
章
）
② 

＊ 

 

次
の
問
題
文
Ⅰ
・
Ⅱ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。[

50
点] 

  

問
題
文
Ⅰ 

八 
月 

十 

五 

日 

夜
、
禁 

中ニ 

独リ 

直シ

、
対シ

テ

月ニ 

憶フ

元 

九ヲ

一 

 

銀 

台 

金き
ん 

闕け
つ 

夕ベ 

沈 
沈 

独リ 

宿シ 

相 

思 ヒ
テ

在リ

翰か
ん 

林り
ん
ニ 

三 

五 

夜 

中 

新 

月ノ 

色 

二 

千 

里 

外 

故 

人ノ 

心 

渚し
よ 

宮 

き
ゆ
う
ノ

東 

面 

煙 

波 

冷 カ
ニ

 

浴 

殿ノ 

西 

頭 

鐘 

漏 

深シ 

猶な
ホ 

恐ル 

清 

光 

不ざ
ル
ヲ

 

Ａ 

見

 

江 

陵ハ 

卑 

湿 
 

ニ
シ
テ

足ル

秋 

陰

 

  

問
題
文
Ⅱ 

名
月―

―

八
月
の
詩
（
一
海
知
義
） 

 

さ
て
、
仲
秋
の
名
月
を
う
た
っ
た
漢
詩
の
中
で
、
日
本
人
に
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
来
た
の
は
、
白
楽
天
の
次
の
句
だ
ろ
う
。 

 
 

三
五
夜
中 

新
月
の
色 

 
 

二
千
里
外 

故
人
の
心 

当
時
詩
人
は
、
み
や
こ
長
安
に
い
た
。
そ
し
て
左
遷
さ
れ
て
湖
北
省
の
江
陵
に
い
た
親
友
元
稹
に
思
い
を
は
せ
て
、
こ
の
句
を
作
る
。
詩

題
を
「
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
に
独
り
直
し
、
月
に
対
し
て
元
九
を
憶
う
」
と
い
う
。 

こ
の
句
は
わ
が
国
の
『
源
氏
物
語
』
須
磨
の
巻
に
も
引
か
れ
て
い
る
。 

月
い
と
は
な
や
か
に
さ
し
出
で
た
る
に
、
今
宵
は
十
五
夜
な
り
と
お
ぼ
し
出
で
て
、（
み
や
こ
の
）
殿
上
の
御
遊
び
恋
し
く
、
所
々

な
が
め
た
ま
ふ
ら
む
か
し
と
思
ひ
や
り
た
ま
ふ
に
つ
け
て
も
、
月
の
顔
の
み
ま
も
ら
れ
た
ま
ふ
。
「
二
千
里
外
故
人
心
。
」
と
誦
し

た
ま
へ
る
、
例
の
、
涙
も
と
ど
め
ら
れ
ず
。 

（
月
が
本
当
に
明
る
く
美
し
く
輝
い
て
出
て
き
た
の
で
、
〈
光
源
氏
は
〉
今
夜
は
十
五
夜
で
あ
っ
た
よ
と
お
思
い
出
し
に
な
っ
て
、

宮
中
殿
上
の
間
で
の
詩
歌
管
弦
の
宴
が
恋
し
く
思
わ
れ
て
、
今
頃
は
み
や
こ
の
あ
の
方
こ
の
方
が
物
思
い
に
ふ
け
っ
て
お
い
で
で
あ

ろ
う
よ
と
想
像
な
さ
る
に
つ
け
て
も
、
月
の
顔
ば
か
り
を
お
の
ず
と
見
つ
め
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
〈
光
源
氏
〉
「
二
千
里
外
故

人
心
。
」
と
声
に
出
し
て
吟
じ
ら
れ
る
と
、
例
に
よ
っ
て
涙
も
抑
え
ら
れ
な
い
。
） 

か
つ
て
私
は
『
源
氏
』
の
こ
の
一
節
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
の
べ
た
こ
と
が
あ
る
。 

「
名
月
を
な
が
め
て
、
白
楽
天
が
想
う
の
は
、
親
友
元
稹
の
こ
と
で
あ
り
、
源
氏
が
想
う
の
は
、
都
に
の
こ
し
て
来
た
女
た
ち
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
主
と
し
て
男
性
の
文
学
で
あ
っ
た
中
国
古
典
詩
と
、
女
性
の
文
学
で
あ
る
『
源
氏
』
と
の
ち
が
い
を
示
し
て
い
る
、
と
い

え
な
く
も
な
い
。
な
お
、
白
詩
の
こ
の
句
は
、
『
源
氏
』
成
立
後
数
年
、
藤
原
公
任
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
（
一
〇
一
三
年
成
立
）
に
採
ら
れ

て
、
さ
ら
に
ひ
ろ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」 

と
こ
ろ
で
句
中
に
い
う
「
二
千
里
」
と
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
距
離
を
さ
す
の
か
。
唐
代
の
一
里
は
約
五
六
〇
メ
ー
ト
ル
だ
と
さ
れ
、
二
千
里

は
一
一
〇
〇
キ
ロ
ほ
ど
に
な
る
。
地
図
上
で
測
っ
て
み
る
と
、
た
し
か
に
長
安
（
現
在
の
西
安
）
と
江
陵
は
一
千
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
日
本
に
当
て
は
め
れ
ば
、
ほ
ぼ
東
京
・
下
関
間
か
。 

ヤ
ヤ 
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か
く
一
千
キ
ロ
も
離
れ
た
土
地
に
い
る
二
人
が
、
同
時
に
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
天
上
の
月
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
遠
く
離
れ

た
二
人
の
心
を
、
一
つ
に
結
び
つ
け
る
。 

だ
が
、
親
友
元
稹
も
ま
た
同
じ
時
間
に
、
同
じ
こ
の
月
を
眺
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

さ
き
の
二
句
は
、
全
八
句
中
の
第
三
、
四
句
だ
が
、
詩
は
末
尾
二
句
に
至
っ
て
、
次
の
よ
う
に
う
た
う
。 

 
 

猶
お
恐
る 

清
光 

 

Ａ 

じ
く
は
見
ざ
る
を 

 
 

江
陵
は
卑
湿
に
し
て 

秋
陰
足
る 

元
稹
君
、
き
み
が
い
ま
居
る
江
陵
は
、
土
地
が
卑
く
て
湿
気
の
多
い
所
だ
と
聞
い
て
い
る
。
そ
し
て
秋
に
な
っ
て
も
、
陰
り
が
ち
な
日
が

つ
づ
く
と
い
う
こ
と
だ
。 

遠
く
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
二
人
が
、
せ
め
て
今
宵
は
こ
の
清
ら
か
な
光
を
、
空
を
仰
い
で
共
に
眺
め
た
い
の
だ
が
、…

…

。
そ
れ
も
か
な

わ
ぬ
願
い
な
の
だ
ろ
う
か
。 

 

問
一 

問
題
文
Ⅰ
の
詩
の
詩
型
を
、
漢
字
四
字
で
答
え
な
さ
い
。 

問
二 

問
題
文
Ⅰ
の
詩
の
押
韻
す
る
字
を
全
て
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

問
三 

問
題
文
Ⅰ
の
詩
の
中
で
対
句
に
な
っ
て
い
る
句
を
漢
数
字
で
二
組
答
え
な
さ
い
。 

問
四 

問
題
文
Ⅰ
の
詩
の
作
者
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

１ 

作
者
名
を
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。 

２ 

唐
詩
の
流
れ
を
四
つ
の
時
代
に
区
分
し
た
と
き
、
こ
の
詩
の
作
者
が
生
き
た
時
代
は
ど
の
時
代
か
、
漢
字
二
字
で
答
え
な
さ
い
。 

問
五 

問
題
文
Ⅰ
波
線
部
「
恐ル

」
と
あ
る
が
、
作
者
は
何
を
心
配
し
て
い
る
の
か
、
第
八
句
を
踏
ま
え
て
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。 

問
六 

問
題
文
Ⅰ
及
び
問
題
文
Ⅱ
の
空
欄
部
Ａ
に
は
、
同
じ
漢
字
が
入
る
。
空
欄
部
Ａ
に
入
る
語
と
し
て
、
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～

エ
の
中
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ア 

心 
 

イ 

月 
 

ウ 

同 
 

エ 

感 

問
七 

問
題
文
Ⅱ
に
お
い
て
、
問
題
文
Ⅰ
の
詩
が
①
紫
式
部
『
源
氏
物
語
』
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
が
、
こ
の
詩
は
、
②
吉
田
兼

好
『
徒
然
草
』
や
③
藤
原
定
家
『
拾
遺
愚
草
』
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
①
～
③
を
成
立
年
代
順
に
並
べ
た
場
合
、
適
当
な
も
の

を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

ア 

①
②
③ 

 

イ 

②
①
③ 

 

ウ 

③
①
② 

 

エ 

①
③
② 

問
八 

問
題
文
Ⅰ
・
問
題
文
Ⅱ
を
説
明
し
た
次
の
文
章
の
う
ち
、
誤
っ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ

い
。 

ア 

問
題
文
Ⅰ
の
詩
は
、
作
者
が
故
郷
に
残
っ
て
い
る
大
切
な
友
を
思
い
や
る
内
容
の
詩
で
あ
る
。 

イ 

問
題
文
Ⅰ
の
作
者
と
、
離
れ
た
所
に
い
る
大
切
な
友
と
を
、
距
離
を
越
え
て
結
び
付
け
る
も
の
は
夜
空
の
月
で
あ
る
。 

ウ 

問
題
文
Ⅰ
の
詩
は
、
日
本
で
は
『
源
氏
物
語
』
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
い
っ
た
書
物
に
も
記
載
が
あ
り
、
仲
秋
の
名
月
を
う
た

っ
た
漢
詩
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

エ 

問
題
文
Ⅰ
の
作
者
が
活
躍
し
た
時
代
（
唐
代
）
の
一
里
は
、
約
五
六
〇
メ
ー
ト
ル
だ
と
さ
れ
、
二
千
里
は
一
一
〇
〇
キ
ロ
ほ
ど

で
あ
る
。 
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融
合
問
題
（
漢
文
・
古
典
に
関
す
る
文
章
）
② 

解
答
欄 

  
 

問 八 問 七 問 六 問 五 問 四 問 三 問 二 問 一  学 年 
 

    １      
        
         
          
     ・    
         
          
         
        組 
         
         
         
          
          
    ２      
    ・     
          
          
         番 号 
         
          
          
          
          
          
          
          
          
         氏 名 
         
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          

         得 点 
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融
合
問
題
（
漢
文
・
古
典
に
関
す
る
文
章
）
② 

＊ 

 
〔
出
題
の
意
図
と
留
意
点
〕 

標
準
テ
ス
ト
で
あ
る
。
白
居
易
の
律
詩
を
用
い
た
。
唐
詩
の
基
本
事
項
か
ら
詩
人
に
関
す
る
知
識
、
さ
ら
に

読
解
と
鑑
賞
ま
で
問
え
る
問
題
を
そ
ろ
え
た
。
古
典
に
関
す
る
文
章
と
合
わ
せ
て
学
習
す
る
こ
と
で
、時
代
を
越
え
て
読
者
の
心
を
と
ら
え
、

現
在
ま
で
読
み
継
が
れ
て
き
た
意
味
を
理
解
し
、
詩
人
の
繊
細
な
感
覚
を
読
み
取
っ
て
ほ
し
い
。 

 

☆
解
答
例
と
配
点 

問
一 

七
言
律
詩
〈
５
点
〉 

問
二 

沈
・
林
・
心
・
深
・
陰
〈
５
点
〉 

問
三 

三
・
四 

五
・
六
〈
５
点×
２
〉 

問
四 

１ 

白
居
易
〈
５
点
〉 

２ 

中
唐
〈
５
点
〉 

問
五 

元
稹
が
左
遷
さ
れ
て
い
る
江
陵
は
湿
気
が
多
い
の
で
、
月
光
が
（
同
じ
よ
う
に
）
見
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
〈
５

点
〉 

問
六 

ウ
〈
５
点
〉 

問
七 

エ
〈
５
点
〉 

問
八 

ア
〈
５
点
〉 

計
50
点 


